
第三章
小結

明治時代に向けて
～江戸時代がその後の医療にもたらしたもの～

これら８つのトピックスは、明治以降の日本の医療に

とっていったいどんな意味を持っていたのでしょうか？

ここで改めて、江戸時代が残したものを整理して

みましょう。

東洋医学を日本の風土に合わせて体系化することで、

西洋医学を学ぶ「土壌づくり」ができた。

最先端の西洋医学と科学書の翻訳をベースに、
関連図書の情報や自らの経験を追加編集し、

日本語で庶民に流布する文化を作った。

実効力のある西洋医学を国内に伝播させる医学校を設立し、

志の高い人材を輩出し続け、伝承していく仕掛けとした。

日本にはない西洋の「奇品」をお手本に、

自らの手でモノづくりをすることで、
加工技術の習得と原理の理解を実地で習得した。

何としても「いのちを救いたい」という
根源的な動機を持ち続けた。
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館内企画展アーカイブ バーチャル展示室360 https://www.tcmit.org/360virtual/

これまでにトヨタ産業技術記念館で開催した企画展をご紹介するデジタルアーカイブです。 
360 度 VR コンテンツで、臨場感溢れるバーチャル展示をお楽しみください。
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